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※鉄蓋の開閉の詳細は、鉄蓋メーカーの取り扱い説明書を参照ください。

⼈孔蓋を⾜で押し込む時は、つま先が挟まれないように⾜元に注意してください。　

【トイレ使⽤前操作⼿順（貯留管内注⽔）】

１３．注水口のマンホール蓋開孔完了
１４．ホースを差込、水を供給する

(各避難所で給水方法は異なります）

１６．注水口の塩ビ製内蓋を閉じる
１７．注水口のマンホール蓋ロック部に

バールを差込む
１８．マンホール蓋を引上げながら

回転させる

１９．マンホール蓋を回転させる
２０．足でマンホールを

閉塞定位置まで押し込む

２１．マンホール蓋を下ろし、
注水口の閉塞完了

１５．オーバーフロー孔より水が
溢れるまで注水する

オーバーフロー孔





※貯留弁の操作について
　トイレの複数回使⽤後、溜まった汚⽔を下⽔道管へ流出する作業です。

（⼣刻など1⽇1回を⽬安)
※開閉冶具は別売品です。
※鉄蓋の開閉の詳細は、鉄蓋メーカーの取り扱い説明書を参照ください。

 ＊貯留弁開放後は次回使⽤のため、満⽔にします。
 　　　　　　⼈孔蓋、貯留弁開放作業時は、⼿袋を着⽤し、⼿先、指先の挟まれに⼗分注意してください。
 　　　　　　また、⼈孔蓋を⾜で押し込む時は、つま先が挟まれないように⾜元に注意してください。

※使⽤後清掃
　災害時や防災訓練、イベント等で使⽤したマンホールトイレは、
以下のような点に留意し、清掃、保管が望ましい。

(1)貯留弁付マンホール・貯留管・⽴上り管の清掃
・すべての⽴上り管および貯留管は、⽴上り管の地上の蓋を開けて、
  注⽔や⾼圧洗浄等を⾏い、管内に付着した汚物を洗い流す。
・マンホール内は、マンホールの親ふたを開けて注⽔や⾼圧洗浄等を⾏い、内部に付着した汚物を洗い流す。
　※貯留弁下のパッキンに傷をつけないよう特に注意が必要

(2)上部構造物（便器等）
・上部構造物（便器等）は汚物が腐敗して不衛⽣になりやすいため、使⽤後の早いうちに、
　洗浄（⽔や市販の塩素系以外のトイレ⽤洗剤）と消毒後に乾燥し保管する。
　汚れがひどい場合や破損している場合は、新しいものに交換する。
　尚、洗浄、消毒作業時にはゴム⼿袋、マスク、保護メガネ等を着⽤すること。

※清掃時の注意
貯留管の清掃時において、貯留弁の前後を跨って、
洗浄ホース、洗浄ノズルを出し⼊れする作業は⾏わないでください。

パッキンの破損状況

・貯留弁に⼩⽯、⽊くずなどを挟み込まないよう注意してください。
・体重をかけて貯留弁を押さえ込まないでください。

洗浄ノズルの出し⼊れ
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